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SAIGAIKYUEN HINOKISINTAI 災害時の救援活動 立教１８４年

災
救
通
信
令和３年

３月１日

第２２号

発 行

天理教

災害救援

ひのきしん隊

北海道教区隊

逐次発行

災
救
通
信
前
号
（

号
）
で
報
じ
た
よ
う
に
今
シ
ー
ズ
ン
は

21

空
知
地
方
を
中
心
に
大
雪
で
、
岩
見
沢
市
は
例
年
の

倍
と
報

1.5

道
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
地
域
で
は
少
し
く
ら
い
の
豪
雪
で

は
驚
か
な
い
と
聞
く
。
通
常
の
事
、
当
た
り
前
の
事
と
し
て
生

活
を
し
、
自
然
な
助
け
合
い
が
ど
の
支
部
で
も
行
わ
れ
、
空
知

地
方
の
北
側
に
位
置
す
る
深
川
市
（
天
龍
支
部
松
下
敏
孝
支
部

長
）
で
も
毎
年
、
冬
季
訓
練
と
し
て
支
部
災
救
隊
（
佐
藤
靖
幸

隊
長
）
が
中
心
と
な
っ
て

年
以
上
、
除
排
雪
活
動
を
実
施
し

10

て
い
る
。

２
月

日
、
支
部
災
救
隊
長
は
じ
め
隊
員
達
が
拠
点
と
な
っ

19

て
い
る
天
理
教
雨
龍
大
教
会
へ
集
ま
っ
て
き
た
。
大
教
会
ロ
ビ

ー
で
は
西
垣
定
洋
教
区
長
が
自
ら
コ
ー
ヒ
ー
を
入
れ
て
下
さ
り

一
同
を
迎
え
て
く
れ
て
い
た
。
午
前

時
、
神
殿
へ
移
動
し
結

10

隊
式
を
行
う
。
佐
藤
隊
長
か
ら
「
ひ
の
き
し
ん
は
生
か
さ
れ
て

い
る
喜
び
の
表
れ
で
あ
る
か
ら
、
ま
ず
は
自
身
が
喜
び
、
現
場

で
は
地
域
の
方
が
喜
ん
で
下
さ
る
と
い
う
二
重
の
喜
び
を
感
じ

て
務
め
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
作
業
説
明
が

あ
り
、
大
教
会
か
ら
ほ
ど
近
い
第
一
現
場
へ
と
向
か
っ
た
。
こ

こ
は
支
部
内
教
会
関
係
の
住
宅
で
、
石
狩
川
が
目
の
前
に
と
広

が
っ
て
い
る
。
「
ゴ
ー
」
と
い
う
川
の
力
強
い
音
が
響
い
て
い

宣

誓

我
々
は
天
理
教
災
害
救
援
ひ
の
き
し
ん

隊
員
で
あ
り
ま
す
。
一
列
兄
弟
の
自
覚
に

立
ち
、
真
実
を
も
っ
て
救
援
活
動
に
あ
た

り
ま
す
。

て
、
屋
根
に
は

㍍
を
超
え
る
雪
が
住
宅
を
飲
み
込
ん
で
い
た
。（
ち
な
み

1.5

に
こ
の
日
、
旭
川
市
で
１
棟
夕
張
市
で
２
棟
の
空
き
家
が
雪
の
重
み
で
倒

壊
し
た
と
ニ
ュ
ー
ス
で
流
れ
て
い
た
。
）
こ
こ
も
そ
れ
に
匹
敵
す
る
程
の
雪
。

隊
員
達
は
慣
れ
た
様
子
で
作
業
を
開
始
し
た
。
は
し
ご
を
掛
け
、
先
発
隊

員
が
ど
ん
ど
ん
と
通
路
を
開
い
て
雪
下
ろ
し
が
始
ま
る
。
し
ば
ら
く
す
る

と
南
空
知
支
部
隊
直
伝
の
手
作
り
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
タ
ー
を
設
置
し
、
一
段

と
ス
ム
ー
ズ
に
雪
が
下
ろ
さ
れ
て
い
っ
た
。
下
ろ
さ
れ
た
雪
は
、
屋
根
の

下
に
待
機
し
て
い
る
タ
イ
ヤ
シ
ョ
ベ
ル
が
、
何
度
も
押
し
運
ん
で
空
き
地

へ
と
積
み
上
げ
る
。
タ
イ
ヤ
シ
ョ
ベ
ル
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
は
西
垣
喜
一
雨

龍
大
教
会
長
が
担
当
。
他
に
軽
ト
ラ
ッ
ク
２
台
も
機
材
と
し
て
準
備
さ
れ

て
い
た
。
午
前
の
作
業
で
こ
の
現
場
を
辛
う
じ
て
終
え
、
近
所
の
方
々
へ

建
物
倒
壊
な
ど
の
心
配
を
か
け
な
い
よ
う
に
し
て
、
現
場
を
引
き
上
げ
た
。

こ
う
し
た
活
動
に
つ
い
て

松
下
支
部
長
に
伺
う
と
、
「
10

年
ほ
ど
前
に
天
龍
支
部
ひ
の

き
し
ん
ク
ラ
ブ
と
し
て
深
川

市
社
協
に
登
録
し
た
こ
と
が

発
端
で
、
以
来
、

こ
う
し
た

徐
排
雪
の
現
場
を
紹
介
し
て

も
ら
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ま
た
、
夏
は
留
萌
市
の
特
老

萌
寿
園
の
草
刈
り
も
行
っ
て

い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
の
昨
夏
も
、

何
と
か
お
願
い
し
た
い
、
と

の
要
請
に
応
え
さ
せ
て
も
ら

え
た
。
支
部
活
動
は
中
々
、

目
に
見
え
て
こ
な
い
も
の
だ

が
、
こ
う
し
た
作
業
は
効
果

が
ハ
ッ
キ
リ
見
え
て
喜
び
や

励
み
に
な
る
と
思
う
。
そ
う

し
た
こ
と
で
、
支
部
内
の
教

友
同
士
の
繋
が
り
が
一
層
強

ま
り
、
他
の
活
動
に
も
活
か

さ
れ
て
く
る
と
実
感
し
て
い

る
。」
と
語
っ
た
。

午
後
か
ら
は
深
川
駅
北
側

に
移
動
し
て
次
の
作
業
と
な

る
。
現
場
に
は
す
で
に
市
社

すっぽり住宅を飲み込んだよ

冬
季
訓
練

天
龍
支
部
隊
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SAIGAIKYUEN HINOKISINTAI 信仰信念の強化 立教１８４年

市内教会除雪後（左） 玄関も埋まるほどの大雪（右）

続

報

南
空
知
支
部
隊

天
理
時
報
（
２
月

日
号
）
、
災
救
通
信
前
号

28

で
報
じ
ら
れ
た
通
り
南
空
知
支
部
隊
（
寺
澤
信

彦
隊
長
）
で
は
１
月

日
三
笠
市
で
の
除
排
雪

17

出
動
後
、
１
月

日
、
毎
年
実
施
し
て
い
る
岩

31

見
沢
市
内
の
教
会
で
午
前

時
か
ら
屋
根
の
雪

10

下
ろ
し
を
中
心
に
除
雪
作
業
を
行
っ
た
。
こ
の

日
は
隊
員

名
が
作
業
に
あ
た
り
、
午
後
４
時

17

協

橋
本

真
（
ま
こ
と
）
事
務
局
長
が
待
ち
受
け
て
い
た
。

早
速
、
説
明
を
受
け
、
独
居
老
人
宅
の
除
排
雪
が
開
始
さ

れ
た
。
玄
関
先
の
氷
を
ツ
ル
ハ
シ
で
割
り
、
住
宅
周
り
の

雪
を
ス
ノ
ー
ダ
ン
プ
で
運
ん
だ
。
橋
本
氏
は
「
長
年
、
ひ

の
き
し
ん
隊
の
方
々
に
は
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
活
動
を
通
し
関
係
が
深
ま
り
、
無
理
な
お
願
い

も
受
け
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
た
い
。
」
と
感
謝
を
述
べ
た
。

し
ば
ら
く
し
て
こ

こ
で
の
作
業
を
終
え
、
雨
龍
大
教
会
へ
と
戻
り
、
残
さ
れ

た
時
間
を
教
会
周
辺
の
除
排
雪
を
２
㌧
ダ
ン
プ
や
タ
イ
ヤ

シ
ョ
ベ
ル
等
を
使
っ
て
行
い
、
今
回
の
全
作
業
を
終
了
し

た
。

松下支部長（左）と活動の確認をする、橋本事務局長（右）

立山黒部アルペンルートのような歩道。支部内教会付近（北）

ま
で
時
間
を
要
し
、
無
事
作
業
を
終
え
る

こ
と
が
出
来
た
。

三
笠
市
社
協
よ
り
再
要
請

２
月
１
日
に
は
再
び
三
笠
市
社
協
か
ら

要
請
を
う
け
て
除
排
雪
作
業
を
行
う
。

午
前
９
時
半
、
市
社
協
に
て
細
川
良
昭

市
社
協
会
長
よ
り
あ
い
さ
つ
が
あ
り
諸
説

明
後
、
３
班
に
分
か
れ
て
作
業
を
行
っ
た
。

こ
の
日
は
一
般
の
社
会
貢
献
事
業
の
方
々

も
作
業
に
携
わ
っ
た
。
午
前
中
に
住
宅
１
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SAIGAIKYUEN HINOKISINTAI 地域ひのきしん活動の率先推進 立教１８４年

室
蘭
支
部

災
害
対
策
委
員
会
報
告

室
蘭
支
部
（
岡
崎
秀
人
支
部
長
）
で
は
、
昨
年
８
月
３
日
支
部
災
害
対
策
委
員
会
を
立

ち
上
げ
、
こ
れ
ま
で
に
９
月

日
、

月

日
、
更
に

月

日
、

月

日
と
洞
爺
湖

30

10

30

11

13

12

28

町
関
係
者
と
共
に
支
部
と
し
て
、
主
に
有
珠
山
噴
火
に
伴
う
有
事
に
お
い
て
の
対
応
や
準

備
等
の
確
認
を
行
っ
て
き
た
。
更
に
今
年
に
入
っ
て
か
ら
は
１
月

日
支
部
内
に
て
、
２

31

月

日
は
役
場
関
係
者
と
共
に
対
策
委
員
会
を
開
催
し
、
特
に
発
災
直
後
の
情
報
伝
達
に

19
つ
い
て
と
支
援
の
方
法
を
細
部
に
亘
っ
て
の
確
認
を
、
洞
爺
湖
町
役
場
に
お
い
て
行
っ
た
。

軒
、
午
後
か
ら
は
一
般
参
加
の
方
々
と
共
に
市
内
福
祉
施
設
の
除
排

雪
を
行
っ
た
。
こ
の
現
場
は
午
後
２
時
半
で
作
業
を
終
え
、
３
時
に

一
旦
解
散
し
社
協
か
ら
の
要
請
を
完
了
し
た
。
そ
の
後
、
有
志
が
支

部
内
教
会
の
屋
根
や
玄
関
周
り
の
除
排
雪
を
行
い
午
後
４
時
半
、
全

作
業
を
終
了
し
た
。
こ
の
度
の
参
加
者
は
千
恵
広
、
札
幌
中
南
支
部

隊
長
が
再
応
援
に
加
わ
り
、

名
が
参
加
し
た
。

13

な
お
、
作
業
の
様
子
は
翌
日
（
２
月
２
日
）
発
刊
の
北
海
道
新
聞

岩
見
沢
南
空
知
版
で
掲
載
さ
れ
た
。

←住宅を飲み込んだ豪雪。

災
救
隊
結
成

周
年
記
念
大
会
に
つ
い
て

50

詳
細
発
表
は
３
月
末
と
な
り
ま
す
。
支
部
隊
長
、
ス
タ
ッ
フ
へ
は
ラ
イ
ン

に
て
わ
か
り
次
第
連
絡
し
ま
す
。


